
連絡先

鴫門市ボランティア

連絡協議会

8685-7170
鴫門市市民活動推進課

8684-1189

第 4号

平成 17年 3月 30日
発 行

ボランテイア・NPO
情報紙編集委員会

【開館時間】

○平 日 :午後3時～午後8時
○日曜日 :午後 1時～午後6時
○体館日 :・ 月曜日、土曜日、祝祭日

センター内には活動コーす―を設けて

5・ 6人程度の打ち合わせや簡単な作業が

できるスペースを設けております。お気軽

にご利用<ださい。

【問い合わせ】市民活動支援センター

丁EL:68牛-0655(4月 15日より)
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平成 17年 1月 t鳴門市内

に新 しいNPO法 人が誕生し

ました。これで当市のNPO
法人は 14団体となります。

よろしくお願いいたします。

大麻町にある四国霊場八十八か所一番札所の霊山寺。このあたりに自装東に身を包

んだお遍路さんの姿が見え、鈴の音が聞こえ始めると、鳴Pヨ路に春が訪れます。

鴫門市市民活動支援センター

4月 1日 オープン

市では市民の社会貢献活動を促進するた

めの拠点施設として、鳴門市市民活動支援

センターを市民会館前の事務室に4月 1日

オープンします。

センターには、市民活動専任指導員2名
を配置し、次の業務を行います。

① NPOに関する相談、(NPO法人の

設立および運営相談)

社会貢献活動に関する情報の収集・提

供 (情報紙の発行、ホームページの更

新など)

市民活動講座などの市民向け講習会

社会貢献活動団体の交流支援

「ユイマールとくしま」

事務所 鴫門市鳴門町高島字中島323番地

TEL: 687-2324
理事長 朝丼拓己

分 野 保健・医療または福祉の増進を図

る活動

事 業 ① 訪間介護、家事援助等の在宅

福祉サービス事業

② ホームヘルバー等を育成する

事業

②

③

④



徳島市市民活力開発センター
非常勤マネージャー 島 博司

「社会貢献活動」とは、魅力的な言葉です。
誰もがその言葉の持つ善意の響きが心地よ
<て、反対する者はあまりいないでしょぅ。
しかし、その活動の内容は極めて多様です。
企業も商店も大学も、市民活動団体や趣味
のサークル、そして役所もすべて社会貢献
を行える組織です。
NPO法人に限つていえ|よ 特定非営利

活動促進法が施行され6年が経過。全国で
2万、徳島県内で100を超える団体が生
まれました。どの団体が、_「何の目的で、社
会貢献活動を行い、どんな評価を受けてい
るか」は、あまりよ<わかってぃません。
「あなたが所属する団体は、地域社会の中
でどんな成果をあ|プているのですか。」と尋
ねられて、どれだけの方が正確に答えられ
るでしょうか。いまNPOの活動は、さま
ざまな分野で団体数が増加し続けていま
す。社会もNPOにはかなり注目するよう
になつてきました:しかしその中には、活
動が低迷するNPOもあれば、委託業務専
門のNPOや活動に不安を抱えたNPOも
あります。もちろん、社会的に重要で信頼
性のあるNPOもあるのです。

日本と中国の若者による

颯を語る会

NPO法人 賀川豊彦記念・鴫Pョ友愛会

去る2月 26日、賀川豊彦記念館におい
て表題のシンポジウムが行われました。会
場は、戦争を体験した年配の方々や学校で
歴史 0社会を教える先生たちで埋められ、
ほぼ満席の状態でした。

理 維 ぷ 鷲 層霞 慧 轟 製 門
についての基調請演があり、続いて大連外
国語学院の洪曜さんから「20世紀のアジ
ア史をどう学んだか」、徳大大学院留学生
の陳師さんから「中国から見た日中戦争」
と題する意見発表がありました。
また、実際に中学校で教鞭をとった経験

のある鳴門教育大学院生の長江徹子さんか
ら「アジアの近代史を教科書でどう教えて
いるか」についての報告がありました。

範とすべきは身近にあるものです。 ~…
私は、「と<しまNPo連絡会議事務局」

や幾つかのNPoの役員をしてぃますが、
何よりも、よぃNPoがもっと言っていく
社会環境をつ<ることに、NPoの関係者
はもっと注意力を持って行動すべきだと考えています。

パネラーの発表に真如百聞き入る参加者たち



自立。自律型 NPO法人を働ばして

→ は「創るもの」「育てるもの」「叶えるもの」一

NPO法人 」C I TeloК爵oだ Nemork
理事長 猪子和幸

本会は、心身の障害、高齢、

育児、介護などの理由で、本人

の意思とは関わりな<「社会的・

職業的」弱者の立場を強いられている人た

ち (チャレンジド)の社会参加と就労の実

現を、 1下の利活用などで支援することを

目的として平成 11年 4月に創設し、平成

14年 1月に NPO法人として認証されま

した。

以来、 1下の指導者養成、請習会・研修

会の実施、訪間指導などによる重度移動障

害者の在宅学習支援などでチャレンジドの

1丁利用技術のスキルアップを図り、これ

らを基盤とした新しい就労形態の創出と就

労機会の提供を進めてまいりました。

障害者でもできる仕事ではな<、 障害者

でなければできない仕事、障害者だからこ

そできる仕事を求めて、それぞれの「得手」

を活かした分業・協業でのチームプレイと

相互扶助、逆転・反転の発想を合言葉にし

た仕事ぶりが徐長に認知され、受注する仕

事の量・質が増えてきています。

いま私達は、障害者ほかのチャレンジド

達がすべてを行う、複合的な「経営体」の

創設を真剣に考えております。これは、彼

らにとつて一般の企業への就職や授産施

設・作業所などでの就労が、真に生きがい

と誇りをかけて取り組める自己実現の道

なのかと、繰り返し問い続けた末の結論な

のであります。

2009年 4月 1日の創立に向けて、経

営理念の確立と会員の意識の高揚、「」CI

プランド」の創出と浸透・定着、自由な発
想による斬新なアイディアが提案できる組
織内の環境整備など、山積する課題に、一

同、胸をわくわ<させながら取り組んでい

ます。
創設当初から私達の前には、常に高いハ

ードルがありました。しかしハードルは越
えるためにあるのです。もしも高すぎて越
えられなければ梯子をかければよい。梯子
がなければ、自分たちでつ<ればよい。

脚鋼
駆 蛉八鼈

NPO法人 地域交流の会コスモスはうす

2月 20日、徳島県仏教会の会長である

長谷寺住職の小塩祐光さんをお招きし、

「コスモスはうす」で講演会を開催しまし

た。演題は「信仰と生活」です。

住職さんは、一つの宗派にとらわれるこ

となく幅広い立場から、現代の教育のあり

手づくらl絵本晨

「ふくろうの森」会員が
“手づくり絵本展"を開

きます。子どもや孫の成

長の記録を、 1冊の絵本
にまとめました。手づくりのほのぼのと
した絵本展へ、ぜひ=度お立ち寄りくだ
さい。

なお5月に、「手づくり絵本の製作会」
を予定しています。あなたも、子どもさ
んやお孫さんの成長を絵本にしてみませ
んか。(要材料費)

【申し込み・問い合わせ】

「ふ<ろうの森」丁EL・ FAX:685-0389

」CI鴫Fヨ UPセンターで活動する会員



方、子どものしつけ、夫婦愛、そして相手
の長所を見ることの大切さなどについて

話されました。利用者の方長やスタッフー

同は時間の経つのも忘れて聞き入つてい

ました。具体的な事例を挙げての慈悲あふ

れるお話の一つ一つにたいへん説得力が

あり、複雑な社会生活をしている私たちに

は感銘することが多かつたです。

住職さん、有意義なお話をしていただ

き、本当にありがとうございました。

ボランティア鴫門西

ボランティア鴫門西は活動事業の一環
として、「徳島県 OUR□―ドアドプト事

業」および「ボランティア・サポート・プ
ログラム徳島」に参加し、県道黒出中曲線
の小鳴門大橋から中山までと、国道 11号
線の本津地区で、道路の清掃活動を実施し
ています。

平成 16年度は、10月、12月、2月
の第2日曜日午前8時から 10時まで、約
15名が参加して紙<ず、空き缶、ペット
ボトルなどを拾い集めました。平成 17年
度も、鳴門市民のモラル向上により、ごみ
のポイ捨てが減ることを願いつつ6回実
施する予定です。
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NPO法 人

miniれすばいと

3月 5日 (■ )、「miniれすばいと」と「鳴
Fヨ市手をつなぐ育成会」の合同主催で、知
的障害児(者)支援ボランティア賛成講座第
1回「やるじぇノ」を開催しました。参加
者は大学生から一般の方まで、ボランティ
ア20名、知的障害児 20名、知的障害者

福祉施設関係者、コーディネ
ーターなど総勢 60名です。
午前中は鳴門市老人福祉

センター3階大会議室で、
実際の「miniれすばいと」
の活動状況をビデオで見ながら知的障害
についての講義を行いました。そのあと知
的障害児とボランティアさんとの交流を

し、午後は鳴門駅から汽車に乗つて佐古ダ
イヤレーンヘ。そしてボーリングを楽しむ
なかで、実際に知的障害のある人達の支援
をしてもらいました。
子ども達もボランティアさんも、お互い

に肩の力を抜いた楽し<有意義な講座で

ありました。
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I「 ンター
点訳サークル「コスモス」

このたび社会福祉協議会のご協力により
点字プリンターが購入され、ボランティア
センターに設置されました。
点字の手書きは時間がかかり多くの枚数

をつくるのが困難でしたが、パソコン入力
による点字プリンターのおかげで幅広い活
動ができるようになりました。点字を必要
とする人々のご要望に応えて、なるべ<速
<点訳ができたらと思つています。

点字プリンターを囲んで打合わせをする会員

いままでに、本、電気製品や携帯電話の

説明書、カラオケ歌詞カー ド、レス トラン
のメニュー、ノヽス時刻表、ゴミ分別表など
の点訳活動をしてきましたが、これからは
手書きだけでな<、 点字プリンターで視覚
障害者の生活支援に関わることができれば
と考えています。どうぞ皆様もご利用<だ
さい。

く
　

人法

調(D)鷹


